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株式会社ウッディ 
訪問看護ステーション はーと 

富岡 里江 

ホームホスピスとは？
～概要と現状～ 

2013年9月27日  

第11回浅草かんわネットワーク 研究会 

ホームホスピスって？ 
• ホーム（home）家庭・家・故郷・地域 

・・単に家を意味するものではなく、 
  その人が安らぎを感じる居場所 

• ホスピス(hospice）もてなすという意味 

・・建物ではなく、考え方 

  患者さんとその家族が、安心して望む 

  場所で望むように生を全うできる為に、 

  医療と介護や様々な職種と連携して、 

  最期まで支援する 

人権を尊重し、支援するということ 

 広がりと継続のために制度化が不可欠で 
 ある 
    にもかかわらず、 
 制度化された支援には常に限界がある 
    だとしたら、 
 制度化された支援の仕組みを超えたとこ 
 ろに、いかにしてアプローチするか、 
    である 
      三井さよ著『支援の社会学』（青弓社）より 

ホームホスピスの概念図 

 

 

 

 

その人、その地域が形作ったホームグランド 

家族の介護力の低下 
入院・入所による地域からの隔離 

地域全体の介護力の低下 

 

 

 

 
 

 

 

お互いに助けられな
がら暮らせる居場所 

終の棲家としての有り様を
皆で提案実践できる場 

安心して暮らせる居場所 

新たな絆・疑似家族 

家族の絆を重視した納
得のできる看取り 

暮らしの中で、生活者と
して人生を閉じる 

必
要
な
医
療
を
提
供
し
つ
つ 

家
族
が
お
別
れ
の
準
備
が
で
き
る 

生
活
の
中
で
お
互
い
に
成
長
し
て
い
く 

穏やかな自然な死の姿 

その人らしい暮らし 

入居者・家族・・友人・地域住民、医療や介護
者がつくる家族のような共同体 

ホームホスピス推進委員会 作成 

はーとの理念 
 

 

 

最期まで、住み慣れた地域で安
心して、その人らしく過ごすため
のお手伝いをしていきたい 

明るさ あたたかさ 安心 

訪問看護ステーション  はーと 

一か月の訪問看護利用者 100名余り 

利用者割合 医療保険：介護保険=７：３ 

 医療保険の方が多い 

  ⇒末期がんの方・難病の方が多い 

在宅看取り 月に5～15名 

        年間で101名（H24年度） 

独居や老々世帯の方が多い 
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訪問看護で見えてきた課題 

医療依存度の高い方が多い 

 ⇒ご本人・ご家族の不安が大きい 

   ご家族が疲弊してしまう 

独居の方が多い 

 ⇒孤独感が強く、不安になりやすい 

低所得の方が多い 

 ⇒賃貸アパートの方でお看取りの場に 

   ついて、大家さんとトラブルがあった 

ホームホスピス はーとの家 

簡単に入院できない 施設にも入れない 

本当は家に居たい でも心配・・・ 
 

 

自宅ではないもう一つの家・家庭 

生活のケアを受けられる場所 

家族と一緒に居られる場所 

 ホームホスピス 
        

ホームホスピス はーとの家 

 癌や難病などの疾患や障害により、こ
れまでの生活を継続することが困難にな
られた方々が、自分らしい安心した生活
を送ることができるように作られた 

     「第二の我が家」 
最期まで尊厳を保ちながら、その人らし
く豊かで安全な時を過ごすためのお手
伝いをさせていただきたい 

ホームホスピス はーとの家 

施設ではなく、在宅 

 介護保険・医療保険サービスは、自宅に
いるとき同様に、継続して受けられる 

 

 

 訪問看護や訪問介護・訪問入浴介護 

 訪問診療が、はーとの家で受けられる 

 福祉用具は、自宅同様レンタルできる 

4つのはーと 

ホームホスピス 

居宅介護支援 

訪問看護 

室 

健康相談室 

皆さまの力 

あたたかさ 

安心 

明るさ 

ホームホスピス はーとの家 

居室 6部屋 

  ご家族も入居できる部屋もあり 

体制 24時間介護スタッフが常駐 

料金設定 

入居保証金（一律） 100,000円 

入居時事務手数料   10,000円 

入居料（1日あたり） 2,000～7,000円 

共益費（1日あたり） 1,000～1,300円 

生活介護費（1時間あたり） 100円 
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例えば・・・ 
訪問看護・訪問介護を利用している方が、 

2,000円の部屋に入居した場合 

  訪問看護 日中60分 

  訪問介護 おむつ交換と清潔援助で 

           30分×2回 60分×1回 

 

保険サービスを受けていない時間 21時間 

2,000+1,000+100×21時間=5,100円／日 

 

  

町の健康相談室 はーとの家 

地域の方が気軽に立ち寄れる場所・居場所 

• 健康に不安のある方 

• 通院しているけれど生活に不安のある方 

• お薬の飲み方が分からない方 

• 医師の説明がよくわからない方 

• ご家族の介護に不安のある方 

     ご相談内容により、看護師や栄養士、  

   ケアマネージャーなどの専門家が対応 

 

 

入居者内訳 4～8月 

疾患 

  がん末期    15名 

  非がん末期    5名 

  その他       10名  合計 30名 

入居理由 

  終末期ケア   18名 

  レスパイト       5名 

  独居・介護困難  8名   合計 30名 

退所者内訳 4～8月 

退所先 

  自宅      10名 

  施設       1名 

  看取り     16名   合計 27名 

看取り者内訳 

  がん末期    11名 

  非がん末期  5名     合計 16名 

      ステーション看取り数  51名 

 

 2004年6月：「ホームホスピスかあさんの家」(宮崎市） 
 2009年2月：「ホームホスピス神戸なごみの家」(神戸市） 
 2009年11月：「ホームホスピス愛逢の家」（尼崎市） 
 2010年4月：「ホームホスピスわれもこう」(熊本市） 
 2011年1月：「ホームホスピスたんがくの家」(久留米市） 
 2011年3月：「ホームホスピスオハナの家」（長崎県上五島） 
 2011年6月：「ホームホスピスひなたの家」(姫路市） 
 2012年４月：「ホームホスピス癒居」(兵庫県加古川市） 
 2012年4月：「ホームホスピスク熊本縁の家」（和水市） 
 2012年12月：「ホームホスピスまろんの家」(広島市） 
 2013年3月：「ホームホスピスもりの家」（青森県八戸市） 
 2013年4月：「ホームホスピスゆうゆうの森」（兵庫県姫路市） 
 2013年4月：「ホームホスピスはーとの家」（東京都葛飾区） 
 2013年8月：「ホームホスピス栃木かあさんの家」（栃木県大田原市） 

 
 

  
  準備中・・・東京都小平市、宮崎県日南市、徳島県小松原市、 
         兵庫県淡路島、福岡県福岡市、熊本県菊陽町 
       

これからの目標と課題 
ホームホスピス はーとの家 金町 

町の健康相談室 はーとの家 金町 

 

「とも暮らし」の場所 

友暮らし：友人 

共暮らし：共同 

伴暮らし：伴奏 

葛飾にホスピスではなく、葛飾をホスピスに 


